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激闘！地域スポーツ大会両沼地域大会激闘！地域スポーツ大会両沼地域大会

好
戦
を
繰
り
広
げ
る

　

７
月
２
日
に
第
76
回
福
島
県
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会

両
沼
地
域
大
会
が
会
津
美
里
町
で
開

催
さ
れ
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
各
競
技
が
会
津
美
里
町
を
会

場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
島
町
は
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
の
３
種
目
に
出
場
し
、
炎
天

の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
好
プ
レ
ー

が
続
出
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
優
勝
の
「
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
み
し
ま
」
は
予
選
を
１
セ
ッ

ト
も
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
突
破
。
決

勝
戦
で
は
強
豪
「
ソ
レ
イ
ユ
高
田
」

と
対
戦
。
１
セ
ッ
ト
目
は
デ
ュ
ー
ス

ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
だ
っ
た
も
の
の

惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
。「
三
島
壮

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
は
１
回

戦
で
「
若
宮
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

に
逆
転
勝
ち
を
収
め
、
２
回
戦
で
は

強
豪
「
柳
津
」
の
強
打
に
屈
し
敗

れ
ま
し
た
。
代
表
決
定
戦
で
は
「
新

鶴
壮
年
」
と
対
戦
し
、
引
き
締
ま
っ

た
試
合
展
開
と
な
り
、
最
終
回
を
１

点
差
で
守
り
抜
き
、
見
事
３
位
と
な

り
会
津
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
は
、
健
闘
し
ま

し
た
が
予
選
リ
ー
グ
で
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
。

　

会
津
大
会
は
８
月
６
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
吹
上
総
合
運
動
場
で
、
家
庭
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
新
鶴
体
育
館
が
会
場

で
す
。

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
津
大
会
進
出会津大会出場を決めた「三島壮年ソフトボールクラブ」と「家庭バレーボールみしま」の選手

矢澤町長と株式会社モンベルの辰野会長

モ
ン
ベ
ル
と
会
津
地
方

観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
作
成
へ

　

大
手
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
メ
ー
カ
ー
「
株

式
会
社
モ
ン
ベ
ル
」
と
会
津
地
域
13
市
町

村
と
県
会
津
地
方
振
興
局
は
、
７
月
10
日

柳
津
町
で
「
会
津
は
ひ
と
つ
！
地
域
の
魅

力
発
信
事
業
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
モ
ン
ベ
ル
と
会

津
地
域
13
市
町
村
は
、
包
括
連
携
協
定
を

結
び
、
同
時
に
「
会
津
・
モ
ン
ベ
ル
広
域

連
携
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
そ
の
一
環
で
本

年
は
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成
し
ま
す
。

　

会
津
の
魅
力
を
広
域
連
携
に
よ
り
発
信

し
、
会
津
の
皆
様
の
誇
り
を
育
み
未
来
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
会
津
地
域
内
外
の

皆
様
に
会
津
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
交

流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
は
、
つ
き
み
が

丘
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
モ
ン
ベ
ル

の
辰
野
勇
会
長
に
「
夢
と
冒
険
モ
ン
ベ
ル

７
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
モ
デ
ル

コ
ー
ス
の
一
部
体
験
会
と
し
て
只
見
川
で

カ
ヤ
ッ
ク
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
開
催
予
定
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
志
津
倉
山
や
美
坂

高
原
な
ど
の
自
然
環
境
を
生
か
し
、
広
域

連
携
も
含
め
モ
ン
ベ
ル
と
の
有
効
な
連
携

方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①自然環境保全意識の向上
②子どもたちの生きる力の育成
③健康寿命の増進
④自然災害への対応力の向上
⑤地域の魅力発信とエコツーリズムの促進
⑥農林水産業の活性化
⑦高齢者・障がい者のバリアフリー実現

7 つのミッション

　

モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
一
部

　
　
　
　

カ
ヤ
ッ
ク
体
験

会津はひとつ！会津はひとつ！

地域の魅力発信事業地域の魅力発信事業
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まちまちの話題の話題

奥会津をもっと楽しむ！
奥会津カーシェアリング導入実証事業

　只見川電源流域振興協議会では、７月１日から奥会津カーシェア
リング導入実証事業を開始しました。只見線の再開通により増加し
た観光客の移動手段の確保と奥会津地域の観光周遊性の向上を目的
に、奥会津の最寄りの駅周辺にて実施されるものです。三島町では、
会津宮下駅周辺の三島町観光交流舘からんころん隣に設置されてお
り、只見線などで奥会津に観光に訪れたお客様の第二の交通手段と
して活用される予定です。実証期間は 12月 31 日㊐までとなって
おり、ご利用の際は専用のアプリから予約が必要となりますので、
詳しくは右記のQRコードをご覧いただき、奥会津での観光や帰省
など、駅からの移動にぜひご利用ください。

●ノッテッテDXHP
　https://www.le-perc.co.jp/carshare/

●お問合せ先
　奥会津振興センター
　☎ 0241（42）7125

　7 月 16 日、17 日に団体臨時列車「風っこ号」
の運行に合わせ、会津宮下駅前において只見線マ
ルシェが開催されました。只見線マルシェでは、
会津地鶏の焼き鳥や三島町の特産品と工芸品など
が販売され、乗車されていた約 220 名のお客様
は30分間の停車時間にお買い物を楽しみました。
縁日コーナーや道の駅と連携した抽選会が行わ
れ、風っこ号の乗客だけではなく道の駅で買い物
をされた方も来場しました。

▶ 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

 

を
楽
し
む
参
加
者

　

  

の
皆
さ
ん

会津宮下駅前が多くのお客様で賑わう

　7 月 1 日に町営グラウンドにおいて三島町社会福
祉協議会主催のグランドゴルフ大会が行われ、総勢
45 名の方が参加しました。前日に雨が降っていた
こともありグランドの状態も少し悪く水溜りができ
ている所もありましたが、ホールインワンも多く出
るなど素晴らしいプレーがたくさんあり、和気あい
あいと日ごろの練習の成果を発揮していました。

只見線マルシェ

▲ 賑わう宮下駅前

三島町社会福祉協議会主催
好プレー続出！

▲ 手を振る乗客の皆さん

▲ 表彰された皆さん

三島中二年生立志式三島中二年生立志式

誓いのことばを述べる目黒はなさん

令
和
５
年
度　

三
島
中
「
立
志
式
」

　

令
和
５
年
度
三
島
中
学
校
立
志
式
は
７
月
７

日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、
三
島
中
２
年
生
の
７
名
に
立
志
証
書
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
立
志
証
書
を

授
与
さ
れ
る
と
一
人
ひ
と
り
立
志
の
言
葉
を
述

べ
、
将
来
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
２
年
生
を
代
表
し
目
黒
は
な
さ
ん
が
今
後
の

取
り
組
み
を
発
表
し
「
自
分
の
意
思
を
示
し
、

日
々
の
行
動
に
け
じ
め
を
つ
け
、
自
己
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
を
高
め
て
２
年
生
７
人
で
成
長
し
て

い
き
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

氏　　名 立志の言葉

① 大 竹 薫 子 　 一 期 一 会 ( いちごいちえ )

② 栗 城 花 穂 　 先 難 後 獲 （せんなんこうかく）

③ 齋 藤 翔 子 　 勇 気 凛 々 （ゆうきりんりん）

④ 鈴 木 康 生 　 直 言 直 行（ちょくげんちょっこう）

  ⑤ 二 瓶 　 晴 　 品 行 方 正 （ひんこうほうせい）

⑥ 秦 聖 之 助 　 堅 忍 不 抜 （けんにんふばつ）

⑦ 目 黒 は な 　 雲 心 月 性 （うんしんげっせい）

立志証書を授与された生徒（２年）

※
「
立
志
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
の
思
想
家
で
、

儒
教
の
祖
で
あ
る
孔
子
が
15
歳
の
と
き
に
、
自
分
の

進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し

よ
う
と
決
意
し
た
こ
と
か
ら
、
数
え
年
の
15
歳
（
現

在
の
中
学
2
年
生
）
を
「
立
志
」（
志
を
立
て
る
）

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

励ましのことばを送る二瓶剣士朗さん（３年）立志証書授与

グラウンドゴルフ大会
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　高姫清水の丸太井桁積みとぬかるんだ箇所の側溝掘りが行われま
した。只見川沿いの道路や鉄道が整備される前は、銀山街道（会津
若松～銀山峠～石神峠～美女峠～吉尾峠～只見町）が主要道路でし
た。県では、この銀山街道を「歩く県道」として、長年にわたり道
普請により整備しています。主催の会津若松建設事務所の職員、近
隣町村の職員、ボランティアの「銀山街道を活用して地域を元気に
する会」等で協力し合い行っていますが、今回も、川口高校の生徒
と教師の皆さんが参加され、大粒の汗をかきながら、泥まみれになっ
て作業に取り組んでいました。間方側の峠道は、緩やかな勾配で道
幅が広いことから、並んでおしゃべりしながら歩けることが魅力で
す。新緑や紅黄葉や雪の中の森林浴に、是非お出でください。町内
外の有志で結成した「かしゃ猫クラブ」は、11 月５日と２月 25 日に、
参加者を募集して「美女峠トレッキング」を実施いたします。

　美女峠の道普請行われる（７月６日） 菅家  壽一さん（間方）

　国道 400号刈り払い作業でスッキリ（７月10日～ 14日） 本名  与四郎さん（西方）

　国道 400 号線を中心とした刈り払い作業が５日間で行われました。地区委員 10 名と地区委員 OB の青木喜章
さん、小松豊さん、星幸衛さんと集落支援員の高橋愼介さんにご協力いただき、まだ陽が昇らないうちの早朝５
時より２時間程度の作業が行われました。14 日は、小雨の降る中、柳津の麻生地区につながる県道のガードレー
ルフェンスの蔓が幾重にも絡み合っていたり、雑草が道路に垂れ下がっていたり、蜂の巣もあったりと危険で難
儀な刈払い作業を行いました。また、通称「ばっけ（バッケ）沢」と呼ばれている広い敷地の雑草は、人の背丈

空き家セミナーのご案内

～令和６年度から相続登記の申請義務化～

「これだけは知っておきたい相続登記」

日　時：令和５年８月 10 日㊍　午後１時 30 分から
会　場：三島町町民センター　大ホール

参加費：無　料

申込み：参加ご希望の方は、８月８日㊋まで以下のお問い合わせ先までご連絡ください。

第１部：セミナー

「これだけは知っておきたい相続登記」
　講師：福島地方法務局若松支局
　相続登記の基本的なことや令和６年度に申請
が義務化される相続登記などについて詳しくご
説明いただきます。

第２部：空き家対策事業説明

「三島町空き家対策支援事業のご紹介」
　町で実施している以下の事業についてご紹介
します。
◆空き家・空き地バンク　◆空き家に係る支援
制度　◆空き家利活用事業　など

　セミナー終了後に、個別相談を受け付けます（１組 30 分程度）。希望される方は、申込時にお伝えください。
先着順にて対応させていただきます。希望者が多い場合は、別日に調整させていただく場合もございますの
で、ご了承ください。

問地域政策課　地域政策係　☎（48）5533

三島町

空き家・空き地バンク

最新情報

　三島町空き家・空き地バンクに新規物件が登録さ
れました。詳しくは、QR コードからご確認ください。
空き家の利活用や売買、賃貸借をお考えの方は、以
下のお問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。

【宮下】0036 売買戸建
・鉄骨３階建て（１階店
　舗、２階居住スペース）

・床面積　108.36㎡
・１階が元店舗となってお
　り、趣味の作業スペース
　としても有効活用できる

・屋根、壁などの改修が
　必要

【宮下】0037 売買戸建
・木造２階建て（車庫、　
　庭付き）

・床面積　218.99㎡
・中心地から少し離れた
　場所に位置し、すぐ真
　横を只見線が走る

・畳張替え、ボイラーな
　どの改修が必要

問地域政策課　地域政策係　☎（48）5533

以上にも伸びており、委員の皆さんは大粒の汗をかきながら、黙々
と作業を進める姿が見られました。
　今年はコロナウイルス騒動が収束の方向に進んでおり、お盆休み
中にかけて多くの帰省客も予想されますが、まだまだ予断を許さな
い状況にあると言われています。三島町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しており、往来する国道 400 号線がスッキリとしたこと
で、その一端を担うことができたものと思われます。
「国道も  地域で守り  おもてなし」「雑草の  力強さが  地区にある」

広 報 み し ま

超巨大な鬼百合（ 間方地区 ） 　皆さんに親しまれる広報誌を目指して
情報発信に努めますので、地区での出来
事や取組みなどの情報を同地区内の町民
記者、または、町へお寄せください。

問地域政策課  地域政策係   ☎（48）5533

　間方地区の民家に人の背丈をはる
かに超える不思議な鬼百合が咲きま
した。一本の茎に、なんと 73 個も
の花とつぼみが実っています！

町民の方からの投稿！

町民記者通信町民記者通信
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工
芸
館
だ
よ
り
㉗  

～
も
の
づ
く
り
の
伝
承
～

も
の
づ
く
り
に
挑
戦

　6 月 23 日、ものづくり体験で三島小の 5・6 年生にご来館いた

だきました。6 年生はヒロロの縄ないから始まるコースター作り

です。やり方が分かるまでは難しいですが、何度も何度も繰り返

し挑戦するうちにコツをつかんで、次第にカッコいい縄に変わっ

ていきます。はじめは苦戦したという子もいましたが、6 年生全

員が身の丈ほどの長さに縄を仕立て、板にはめて完成しました。

　5 年生は学校の書類を入れるレターケースです。材料は桐。こ

こに自身が考えたデザインや持ち手を書き込み、糸鋸で切り抜き

ます。みなさん器用に下書き通りの線をなぞっていきます。この後、

切り口に紙やすりをかけて完成です。

問三島町生活工芸館☎（48）5502

-　三島小５・６年生が来館　-

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
誌

美
坂
高
原
の
利
活
用
イ
ベ
ン
ト

山   

本　

敬   

晴 

で
も
当
日
は
２
０
０
人
も
の
方
々
が

ご
来
場
く
だ
さ
り
、
最
後
は
満
天
の

星
空
の
中
で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
か
ら
も
ご
満
足
の
お
声
も
た

く
さ
ん
聞
け
て
、
携
わ
っ
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
面

や
マ
ル
シ
ェ
出
店
者
に
配
慮
し
た
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
課
題
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
９
月
16

日
㊏
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ

ア
ー
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
課
題
の

改
善
に
取
り
組
む
べ
く
、
地
域
循
環

の
活
動
に
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
は

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　話を聞くときも、制作を進めるときも皆あまりに真剣で険しい顔になっていましたが、完成後に

はうれしそうな笑顔を見せてくれました。またのご来館をお待ちしております。

縄ないを教わる縄ないを教わる

レターケース下書きレターケース下書き 縄ないに慣れてきた頃縄ないに慣れてきた頃 完　成完　成

　

先
月
は
、
連
日
の
よ
う
に
大
雨
に

よ
る
災
害
の
報
道
を
目
に
し
、
東
北

地
方
で
も
秋
田
県
や
青
森
県
を
中
心

に
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
災
害
が
あ

り
ま
し
た
。
気
候
変
動
に
伴
っ
て
局

地
的
な
大
雨
発
生
の
リ
ス
ク
が
ま
す

ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
が
、
と
に
か
く
今
後
も
天
気
予

報
や
警
報
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
用
心

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
今
月
は
私
も
実
行
委
員
と

し
て
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
６
月

24
日
の
「
星
空
ヨ
ガ
２
０
２
３
～
ミ

サ
カ
ノ
ヨ
ゾ
ラ
～
」
に
つ
い
て
振
り

返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
イ
ベ
ン

ト
で
は
、昨
年
10
月
に
開
催
し
た「
ス

タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
in
美
坂

高
原
」
に
て
大
好
評
だ
っ
た
「
星
空

ヨ
ガ
」
を
メ
イ
ン
に
据
え
、
美
坂
高

原
マ
ル
シ
ェ
や
天
体
鑑
賞
会
を
行
い

ま
し
た
。
前
日
か
ら
当
日
の
午
前
中

ま
で
断
続
的
に
小
雨
の
降
る
不
安
定

な
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

 

健康で元気な毎日！
vol.82

町民課保健福祉係　☎４８－５５６５三島町の健康課題

令和４年度健診結果から三島町の健康状態を同規模の市町村と比較！

特定健診受診率が県内２位（暫定値）と高い 　国の制度（保険者努力支援制度）に
より、特定健診・特定保健指導受診率
が高く、生活習慣病重症化予防に取り
組んでいる市町村には支援金が多く配
分され、保険料の軽減につながります。

町民センターゆめぽけっと
図書のご案内図書のご案内

問 公民館  ☎（48）5599

●図書の紹介●図書の紹介

認知症は自分で
防げる！治せる！

著：竹内東太郎

大ピンチずかん

著：鈴木のりたけ

●今月のおすすめ●今月のおすすめ
外食もお酒もやめたくない人の

「せめてこれだけ」食事術

食生活ジャーナリスト：佐藤達夫

『朝食を食べずに会社に行きがち』
『シメのラーメンを我慢できない』
『糖質制限したけど、体重が落ちな

い』あなたを救う !『せめこれ』食
事術。

●利用時間　　　　　　　　　　●お休み
　㊊～㊎　午前９時～午後９時　　年末年始
　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時

夢と金

著：西野亮廣

※同規模の市町村：人口５千人未満の全国の市町村

朝食を食べている方の割合が高い

メタボリックシンドロームの該当者割合が高い

血糖・血圧・脂質の高値をあわせ持つ方の割合が高い

令和４年度の国民健康保険の医療費を分析してみました。

・令和３年度よりも「虚血性心疾患」の医療費が高い
・入院・外来の一人当たり医療費は、「虚血性心疾患」が同規模と比較して約２倍近く高い
・健診受診者は健診未受診者と比較して、医療費が約 15 万円低い傾向にある

令和４年度　生活習慣病対象者一人当たり医療費
健診受診者 健診未受診者

174,540 円 319,430 円

虚血性心疾患、脳血管疾患、慢性
腎臓病は、糖尿病など生活習慣病
の重症化疾病ともいわれています。

　上記のことから、三島町では生活習慣病が重症化し、虚血性心疾患を発症していると考えられます。また、
令和４年度に初めて心筋梗塞・脳梗塞を発症した方は、特定健診未受診の方でした。通院中の方でも血圧のみ
など、全身の検査を行っていない場合があります。

自分では自覚できない症状や忍び寄る病気を見逃さないためにも、年に 1 度の健診をぜひ受けてください。
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第91回

『
郷
土
誌
』
に
記
さ
れ
た

昭
和
初
期
の
葬
送

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎（
52
）２
１
６
５

　

八
月
は
盂う

ら
ぼ
ん

蘭
盆
と
し
て

亡
く
な
っ
た
先
祖
を
祭
る

行
事
を
行
う
家
が
今
も
多

く
あ
り
ま
す
。
大
正
末
か

ら
昭
和
の
初
め
頃
に
書
か

れ
た
と
推
察
さ
れ
る
宮
下

小
学
校
の
『
郷
土
誌
』
に

は
亡
く
な
っ
た
者
を
ど
う

弔と
む
らう
か
、
そ
の
葬そ

う
そ
う送
に
つ

い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
記
述
か
ら
は
、
仏

式
と
し
て
今
か
ら
数
十
年

前
ま
で
行
わ
れ
、
現
在
そ

の
多
く
が
簡
略
化
さ
れ
る

か
行
わ
な
く
な
っ
た
習
俗

が
う
か
が
え
る
ほ
か
、
神

式
の
方
法
に
つ
い
て
も
少

し
だ
け
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
三
島
町
史
編
さ
ん
室
）

※
引
用
文
は
旧
字
体
を
新

字
体
に
あ
ら
た
め
た
ほ
か
、

句
読
点
を
つ
け
、
ま
た
難

読
字
に
は
ル
ビ
を
振
っ
て

い
ま
す
。

葬
送
ハ
神
道
仏
道
基キ

リ
ス
ト督
教
天
理
教
等
ニ
ヨ
リ
テ
、
各お

の
お
の々

其
ノ
儀
式
ヲ
異こ

と

ニ
ス
レ
共
、
一
般
ハ
仏
式
行
ハ
レ
稀
ニ
神
葬
式
モ
ア
レ
ド
其
ノ
葬
儀
ノ

前
後
略
仏
式
タ
リ
。

人
ノ
将ま

さ

ニ
死
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
一
族
ハ
枕ま

く
ら
べ辺
ニ
侍は

べ

リ
死し

に
み
ず水
ヲ
与
フ
。
死
去

ト
同
時
ニ
其
ノ
家
ニ
テ
ハ
神
棚
ニ
ハ
紙
ヲ
貼
リ
テ
神
ヲ
隠
シ
、
死
者
ノ

枕
頭
ニ
ハ
机
ヲ
出
シ
香
ヲ
焚た

キ
燈と

う
み
ょ
う明
ヲ
点と

も

シ
、
門か

ど
ぐ
ち口
ニ
ハ
青
簾す

だ
れヲ
垂
レ

テ
之こ

れ

ニ
忌き

ち
ゅ
う中

ト
書
キ
タ
ル
紙
ヲ
張
ル
例
ナ
リ
。
又
枕
辺
ニ
枕
団
子
ヲ
供

フ
。
近
隣
一
族
集あ

つ
まリ
葬
儀
一
切
ニ
ツ
キ
協
議
ヲ
ナ
シ
、
資
本
ノ
大
小
、

習
慣
ニ
ヨ
リ
適
宜
ノ
処
置
ヲ
ナ
シ
、
近
隣
一
同
ハ
手
伝
ト
シ
テ
仕
事
ニ

当
リ
、
婦
人
ハ
白
木も

め
ん綿
ニ
テ
死
者
ニ
着
ス
ル
衣
類
ヲ
縫ぬ

フ
。
死
者
ノ
兄

弟
姉
妹
ハ
死
者
ノ
服
装
ヲ
改
メ
着
セ
異
土
ヘ
旅
立
チ
ノ
仕し

た
く度
ヲ
ナ
サ
シ

メ
、
脚き

ゃ
は
ん胖
足た

び袋
草わ

ら
じ鞋
ヲ
穿は

カ
シ
メ
、
ウ
ツ
キ
ノ
杖
、
六
文
銭
ヲ
与
ヘ
、

其
他
死
者
生
前
嗜し

こ
う好
セ
ル
種
々
ノ
物
品
ヲ
合
セ
テ
棺

ひ
つ
ぎ
ニ
入い

れ

ル
。
之
ヲ

入に
ゅ
う
か
ん

棺
ト
云い

フ
。
棺
ニ
ハ
立
テ
棺
ト
寝
棺
ト
ア
リ
。
入
棺
終
レ
バ
病
室
タ

リ
シ
処

と
こ
ろ
ヨ
リ
座
敷
ニ
移
ス
。
ソ
レ
ヨ
リ
死
者
ノ
身
ニ
着
ケ
タ
リ
シ
衣
類

夜
具
等
ハ
焼
キ
捨
ツ
ル
例
ト
ナ
レ
ド
、
普
通
ノ
病
気
ノ
場
合
ハ
必
ズ
シ

モ
然し

か

ラ
ズ
。
其
ノ
夜
ハ
棺
前
ニ
テ
歌
詠よ

ミ
ト
称
ス
ル
三
十
三
番
観
世
音
、

或
ハ
西
国
三
十
三
番
札
所
ノ
歌
ヲ
唱
フ
。

葬
儀
ノ
当
日
ニ
ハ
菩ぼ

だ
い提
寺
ノ
僧
来
リ
テ
棺
前
ノ
読
経
ヲ
ナ
ス
。
悔

く
や
み
ト
テ

弔ち
ょ
う
い慰
ニ
来
レ
ル
モ
ノ
ハ
、
皆
棺
前
ニ
香
ヲ
焚た

キ
テ
礼
拝
ス
。
僧
ハ
死
者

ニ
戒か

い
み
ょ
う名
ヲ
与
ヘ
位い

は
い牌
ニ
書
キ
、
死
者
ノ
顔か

お
そ
り剃
ヲ
ナ
ス
。
蓋け

だ

シ
俗
界
ヨ
リ

仏
界
ニ
入
リ
タ
ル
得
道
ノ
式
ナ
ラ
ン
。
来
弔
者
ハ
孰い

ず

レ
モ
皆
金
品
ヲ
持

参
シ
テ
仏
前
ニ
供
フ
。
多
ク
ハ
菓
子
造
花
ナ
リ
。
金
ト
其
ノ
供
物
ノ
代

か
わ
り

ナ
ル
ベ
シ
。
弔
客
ニ
対
シ
テ
ハ
饗き

ょ
う
お
う応
ヲ
ナ
ス
。
式
典
係
ハ
会
衆
ニ
出
棺

宮
下
小
学
校
『
郷
土
誌
』
よ
り

ノ
旨
ヲ
告
知
シ
、
会
衆
ニ
仕
度
ヲ
ナ
サ
シ
メ
、
一
族
ニ
最
後
ノ
面
会
ヲ
命
ジ
、

終
レ
バ
棺
ノ
蓋ふ

た

ヲ
締
ム
釘
ヲ
打
ツ
。
其
ノ
音
一
家
ニ
響
キ
、
悲ひ

し
ゅ
う愁
ヲ
極
ム
。

出
棺
ノ
準
備
成
レ
バ
、
式
係
ハ
行
列
次
第
ヲ
読
ミ
上
ゲ
、
行
列
ヲ
整
ヘ
テ

葬
場
ニ
向
フ
。
此
時
出
立
チ
ノ
酒
ト
シ
テ
冷
酒
一
杯
ヲ
飲
マ
シ
ム
。
行
列

次
第
ハ
現
今
乱
レ
居
ル
ヤ
ニ
存
ス
レ
バ
正
シ
キ
ニ
改
ム
ル
ヲ
要
ス
。
葬
場

ニ
行
列
着
ス
レ
バ
左
廻ま

わ

リ
ニ
三
度
廻
リ
テ
棺
ヲ
中
央
ニ
据す

エ
、
其
ノ
前
ニ

机
ヲ
置
キ
テ
種
々
ノ
供
ヘ
物
ヲ
ナ
シ
、
位
牌
ヲ
安
置
ス
。
僧
侶
ハ
読ど

き
ょ
う経
ヲ

ナ
シ
死
者
ニ
引
導
ヲ
与
フ
。
終
リ
テ
喪も

し
ゅ主
ヲ
第
一
ニ
近
親
知ち

き己
順
次
焼
香

礼
拝
シ
テ
葬
式
ハ
終
ル
。
神
式
ニ
テ
ハ
神
官

清
き
よ
は
ら
い

祓
（
せ
い
ば
つ
）ヲ
ナ
シ
、
祭
祠
ヲ

読
ミ
上
ゲ
、
玉た

ま
ぐ
し串
ヲ
捧さ

さ

ゲ
拝
シ
、
式
終
リ
埋
棺
ス
。
此
ノ
時
近
親
ハ
各
々

一ひ
と
か
た
ま
り
塊
ノ
土
ヲ
棺
上
ニ
投
ゲ
テ
埋
棺
ヲ
我
等
手
ツ
カ
ラ
ナ
ス
ノ
型
ヲ
ナ
シ
、

余
ハ
六
シ
ヤ
ク
ヲ
シ
テ
埋
メ
シ
ム
ル
ナ
リ
。
其
ノ
埋
メ
タ
ル
処
ニ
笠か

さ

ヲ
置

ク
。
葬
式
終
レ
バ
会
葬
者
ハ
其
ノ
場
ヨ
リ
帰
宅
ス
ル
ニ
ヨ
リ
、
近
親
者
ハ

道
ノ
両
側
ニ
並
ビ
テ
会
葬
者
ニ
会え

し
ゃ
く釈
シ
テ
謝
意
ヲ
表
ス
。

会
葬
者
葬
場
ヨ
リ
帰
宅
ス
レ
バ
、
家
族
ノ
者
、
家
ノ
門
口
ニ
テ
之
ニ
塩
ヲ

振
リ
掛
ケ
、
口
ヲ
ス
ヽ
ギ
テ
穢

け
が
れ

ヲ
清
ム
ル
ナ
リ
。

葬
送
ニ
列
ス
ル
服
装
ハ
喪
主
及
ビ
死
者
ノ
子
供
等
ハ
喪
服
ヲ
着
シ
、
近
親

ハ
麻
上か

み
し
も下
ヲ
着
ス
モ
ア
リ
。
又
紋
付
羽は

お
り織
袴は

か
まト
ス
。
女
ハ
紋
付
無む

く垢
ノ
衣

服
ヲ
着
シ
白
布
ヲ
被か
ぶ

ル
。
而し
か

シ
テ
男
子
ハ
額
紙
ト
テ
三
角
形
ニ
紙
ヲ
折

リ
、
卍ま
ん
じ字
ヲ
正
面
ニ
書
キ
タ
ル
紙
ヲ
額
ニ
ア
テ
、
矢
ノ
真
似
テ
作
リ
タ

ル
モ
ノ
ヲ
挿
ス
。
葬
送
終
リ
テ
僧
侶
ハ
喪
家
ニ
至
リ
跡あ
と

祈き
ね
ん念
ヲ
ナ
シ
、

御お
ふ
だ札
ヲ
作
リ
テ
出
棺
セ
シ
門
口
ニ
貼
ル
ナ
リ
。
其
ノ
近
隣
ハ
、
其
ノ
夜

位
牌
ニ
対
シ
テ
三
十
三
番
ノ
御
詠
歌
ヲ
唱
フ
。
新
位
牌
ハ
百
日
ヲ
経
テ

普
通
ノ
仏
壇
ニ
納
ム
。

【　地域おこし協力隊　山
やまもとたかはる

本敬晴　】

　本コラムでは、ここ数ヶ月ゼロカーボンに係る取り組みを中心に寄稿していますが、久しぶりに森林整備や
森林資源利活用について改めて考えていきたいと思います。

地域循環コラム　第 14 回
～ 森林整備の担い手について考える ～

　森林整備の担い手は、必ずしも林業従事者である必要はありません。町では、森林所有者をはじめ 町民が個
人で伐採した木材がお金（4,500 円の商品券／ 1㎥）になって、少しでも山に興味を持ってもらえるように「木「木
の駅事業」の駅事業」を実施中です。個人で大木を伐倒して搬出することはなかなか困難だと思いますが、できる範囲で
構いませんので、ぜひご活用ください。
　また、民間では、一般社団法人会津自然エネルギー機構が、毎月（5 月から 11 月）に「山学校」「山学校」を開催しており、
地域の森林所有者や学生、山仕事に興味を持つ人などに対し、チェーンソーの使用方法などを含めて安全な伐
倒・施業方法を教えてくれます。林業を生業としなくても技術を持つ担い手が少しずつ確実に増えていますし、
かく言う筆者も山学校にて山仕事に興味を持った一人でもあります。こうした取組みは担い手増加に一翼を担っ
ていると言えます。

出典：林野庁『林業労働力の動向』

①  森 林 の 健 全 化 に は 、森 林 整 備 が 必 要 不 可 欠！

　森林には、洪水緩和など防災面、水資源の貯留、生物多様性の保全、二酸化炭素の吸収（炭素蓄積）などの
価値と恩恵があります。これらの機能を正常に保つうえでも森林の健全化が重要で、間伐などによる森林整備
を進めていく必要があります。また、森林整備を進めると木材等の資源が採れますが、それらを建材や木工品、
あるいは薪やチップといったバイオマス燃料などに有効活用することが望ましいです。昨今の社会情勢の中で、
全国的にその利活用先を増やす取組みが進んでおり、町でも検討しているところです。しかし、深刻な課題が
もう一つ。それは、担い手不足の状況です。

②  林 業 従 事 者 が 減 少！？し か し 良 い 兆 し も ・ ・ ・

　では、担い手の話について、まずは林業全体
の（造林者、素材生産者問わず）従事者の数を
見ていきましょう。右の棒グラフのとおり、林
業従事者の数は年々減少しており、令和 2 年時
点では全国で 4 万 4 千人となっています。DX
が進んでいない産業でもあり、これだけ従事者
の数が減少するとやはり担い手不足の感は否め
ません。一方で、林業における若年層の割合が
増加傾向にあるという良いデータもあります。
　折れ線グラフでは、林業高齢化率（65 歳以
上の割合）こそ令和 2 年で 25％と全産業平均

（15%）と比べ高い水準であるものの、しばら
く横ばい状態が続いています。そして、若年層
率（35 歳未満の割合）を見ると、全産業の減

③  三 島 町 内 に お け る 担 い 手 不 足 に 向け た 取 組 み

少が続いているのに対し、林業は増加傾向にあり、令和 2 年では 17％となっています。まだまだ低い水準です
が、多くの産業の衰退が進み、地方から都市部への人口流出が止まらない中で、山仕事に関心のある若年層が
増えていることは明るい兆しです。
　奥会津地域に関しては、私見ではありますが、林業界隈の若年層増加は見受けられない状況であって、せっ
かくの豊富な森林資源がある中で、もう少し担い手が増えてほしいという想いがあります。
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ふれっく環境研だより

夏の暑い日に適応していこう

第 61 回

　三島町のみなさま、こんにちは。7 月に入って福島
県も梅雨が明け、ついに夏本番といったところでしょ
うか。今年も非常に暑い日が多くなっていて、県内
でも 35℃を超える猛暑日となる地域も増えてきてい
ます。これまでの環境研だよりでもお伝えしてきま
したが、こういった高い気温の日を経験すると、気
候変動による気温の上昇を強く実感するところです。
　暑い日が続くと熱中症になってしまう人が増えたり、
農作物等に影響がでたりしてしまいます。そのような
気候変動による害を和らげたり、回避したり、逆に利
用して活かしたり、と影響に備えることを「適応」と
言います。昔はエアコンなんてつけなくても過ごせて
いた夏も、今や室内ですら熱中症の危険性がある時代
です。熱中症への対策も適応のひとつと言えます。

れません。
　また、農作物も気温の上下によって採れるものが
変わったり、味が変わったりしてしまいます。下の
図は将来気温が上昇した場合、福島県のリンゴ栽培
への影響について予測したものです。（灰色の部分
＝栽培に適している、黒い部分＝気温が低く栽培に
適していない、濃い灰色の部分＝気温が高く栽培に
適していない）気候変動について何も対策をせずに
2100 年を迎えた場合、県内で広く栽培されているリ
ンゴは、会津の山岳地域を除くほとんどで、気温が
高すぎて栽培に適さなくなってしまう、という予測
となりました。

　エアコンを上手に使う、こまめに水分を取る、な
どは多くの方も行っているかと思います。こういっ
た行動に加えて、暑い日は日傘を使う、暑さ指数を
アプリなどで確認する、などといった行動も必要に
なってくるでしょう。日傘を使うのは女性のイメー
ジが強かったかと思いますが今は男性用の日傘もあ
りますし、国環研の男性の研究者にも日傘を愛用し
ている者もおります。暑さ指数は気温だけでなく湿
度や輻射熱（日差しの熱や地面、建物、人体などか
ら出る熱）から計算したもので、この指数が高いと
熱中症になる危険が高くなり、特に指数が 28 を超
えると熱中症患者発生率が急増しています。この暑
さ指数をこまめにチェックして危険を回避すること
もこれからの生活には欠かせない行動になるかもし

　こうなると福島県はリンゴを栽培するのに向いてい
ない地域となってしまうため別の農作物を作ることに
なるでしょう。これも適応のひとつと言えます。暖か
い地域で採れるミカンについて同様に将来予測を見て
みると、浜通りや福島市など、県内でも気温が高くな
りやすい地域がミカン栽培の適した土地になると予測
されています。
　これまで適応についてお話ししてきましたが、もち
ろん温室効果ガスの排出を削減するといった、気候変
動の影響を少なくする行動も大事です。三島町もゼロ
カーボン宣言をして、今後様々な政策や事業が行われ
ていくと思います。個人個人でもゼロカーボン社会に
向けた行動を取りつつ、うまく環境の変化に適応して
いきたいですね。

（R5.5.3 福島県「福島県の気候変動と影響の予測」リン
ゴの影響予測より）

宮下病院からのお知らせ

８月 14 日㊊から、受付終了時間が 11 時 30 分までとなります（午前診療分）

※受診時の状態によっては、自覚症状がなくても追加の検査や他院への紹介が必要になることがあります。
　検査結果がでるまで 1時間程度かかるものもあるため、結果を待って紹介先に相談すると、紹介先の都合
　ですぐに受け入れられない場合が少なくないことから、受付は 11時 30分までとさせていただきます。

受付時間
変更後（８月 14 日～） 変更前

午前診療分 午後診療分 午前診療分 午後診療分

内　　　科 ８：30～ 11：30 11：30 ～ 16：00 ８：30～ 12：00 12：00 ～ 16：30

耳鼻咽喉科
外　　　科
整形外科
精 神 科
皮 膚 科

８：30～ 11：30 診療なし ８：30～ 12：00 診療なし

　
　

Inform
ation

○各診療科の診療日及び診療時間に変更はありません。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

※昼夜を問わず、救急対応いたします。 問福島県立宮下病院　☎（52）2321

奥会津振興センターよりお知らせ
　奥会津振興センターは、奥会津７町村が共通して抱える諸課題に広域的な連携により取り組み、地域の活
性化を図るため、各種事業を展開しております。当センターの取り組み等についてご紹介します。

「奥会津ミュージアム Web」について

　奥会津地域７町村在住または奥会津にゆかりのあ
るライターたちが、地域の生きた生活文化や人など
への取材を通じて、各々の感性で執筆されるコラム
やその他ゲスト執筆者による記事なども随時更新す
る予定です。

只見川電源流域振興協議会
奥会津五町村活性化協議会
押部源二郎氏（金山町長）
が新会長に就任

奥会津文化施設間連携企画展
「奥会津の縄文」開催について

　令和５年７月 22日㊏より、奥会津７町村の文化施
設において連携企画展「奥会津の縄文」を開催してお
ります。本展開催に合わせ、講演会やバックヤードツ
アーなど関連イベントを実施しますので、併せてご参
加ください。

　６月 28 日㊌、金山町開発センターにおいて、
只見川電源流域振興協議会及び奥会津五町村活性
化協議会の定例総会が開催されました。
　両協議会の定例総会では役員改選が行われ、押
部源二郎氏（金山町長）が会長に選任されました。
押部会長は「皆さま方からの助言を頂戴しながら、
奥会津の地域活性のために尽力していきたい」と
抱負を述べました。任期は令和５年６月から令和
７年６月までの２年。

問奥会津振興センター
　（只見川電源流域振興協議会・奥会津五町村活性化協議会）
　住所：福島県大沼郡金山町大字中川字上居平 933
　メール：tdrsk@okuaizu.net　電話：0241-42-7125

※各記事の詳細は当協議会HP（下記QRコード）
　をご覧ください。

歳時記の郷
HP

奥会津ミュー
ジアムHP 問国立環境研究所福島地域協働研究拠点　

　 地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

〈筆者〉常盤  達彦（ときわ   たつひこ）

　今回紹介したリンゴとミカンの将来予測は三春町
のコミュタン福島で展示している 3D ふくしまでも
紹介しています。近くにお越しの際はぜひお立ち寄
りください！

（A-PLAT KIDS 鳥獣戯画で学ぼう 熱中症対策の心得）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/school/
index.html
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消 防 署 か ら の お 知 ら せ

会 津 坂 下 警 察 署 か ら の お 知 ら せ宮 下 病 院 か ら の お 知 ら せ社  会  福  祉  協  議  会  よ  り 

 問社会福祉協議会　☎（52）3344

　
　

Inform
ation

夏休みだよ！少年の非行防止！！

問会津坂下警察署警務係　☎ 0242（83）3451
問会津坂下消防署　三島出張所  

☎     （52）3032 ／ FAX（52）3033

夏季の事故に注意！！

アウトドアが増えるこの季節
様々な事故等が発生しています！

　子ども達の楽しみである夏休みの時期がやっ
てきました。夏休み期間中は、開放的な気分や
生活習慣の乱れなどから非行に走る子どもが増
加する傾向にあります。子ども達の健全な成長
のために、 家庭や地域で次のことに注意しましょ
う。

令和５年度
着任医師からの挨拶

　令和５年４月より着任しました、渡辺　綾と申します。
　自治医科大学を卒業し、今年で医師７年目となります。
昨年までは総合内科として発熱など原因不明の症状や
感染症の診療をしていました。なかなか治らないお悩
みの症状がありましたら、ご相談ください。
　宮下病院でも地域の皆さんのお力になれるよう、診
療したいと考えておりますので、宜しくお願い致します。

内  科　渡
わた

  辺
なべ

　綾
あや

　

問福島県立宮下病院　☎（52）2321

水難事故 花火の事故 山岳事故

蜂刺され熱中症

健康状態や天候にあわせた
無理のない日程計画をしましょう！

また、複数名による行動を心がけ
単独行動はしないでください！！

１ネット犯罪の防止
　大人も子どもも利用する SNS 上では、誰しも
が犯罪の被害者になる可能性があります。特に、
SNS を通じて知人に自分の裸の写真を送ってし
まったり、家出をした子どもが SNS で知り合っ
た異性の家に宿泊し性被害にあうなどの犯罪が 
実際に発生しています。スマートフォンへのフィ
ルタリング設定や、アプリ・ 使用時間の制限な
どを活用し、インターネットに潜む悪意から子
どもを守りましょう。

２薬物乱用の禁止
　覚せい剤や大麻などの違法薬物やアロマリ
キッドなどの危険ドラッグを使用すると、「視力・
聴力の低下」「幻覚・妄想」「歯が溶ける」「痙攣・
錯乱」という作用があり、自分や他人を傷つけ
ることになります。薬物の危険性を子どもに教
え、 薬物乱用 を未然に防ぎましょう。

３深夜徘徊の禁止
　夏休み期間中に増加しやすいのが深夜徘徊で
す。夜間の外出は飲酒や喫煙などの非行に走る
原因となる他、恐喝や交通事故の被害にあう可
能性を高めます。また、深夜徘徊をした翌日は
朝に起きられなくなり、寝坊した結果夜に眠れ
ず、再び深夜徘徊を繰り返すという悪循環に陥
ります。子どもの生活リズムを気にかけ、規則
正しい生活を送るように指導しましょう。

町の人口と世帯（７月１日現在）

町　か　ら　お　知　ら　せ

８月分納税のご案内

【納期限　８月 31 日㊍】

▼  町県民税（普通徴収）（第２期）

▼  後期高齢者保険料（普通徴収）（第１期）

忘れずに納付してください。

 問町民課  町民係  ☎（48）5555

　
　

Inform
ation

※住民基本台帳による数値です。増減数は前月との比
　較、出生・死亡・転入・転出は前月 1 カ月間に届出
　のあった人数です。

人口 1,386

増
減
数

-3 出生 0

男 703 -3 死亡 1

女 683 - 転入 1

世帯 687 -1 転出 3

大石田友遊サロン

８月７日㊊
午前 10 時から
大石田集会所

大登サロン

８月７日㊊
午後１時 30 分から
大登生活改善センター

浅岐あったかサロン

８月８日㊋
午前 10 時から
浅岐集会所

川井友愛サロン

８月９日㊌
午前 10 時から
川井集会所

ひわまりサロン

８月 18 日㊎
午前 10 時から
町民センター

高清水・小山
いきいきサロン

８月 18 日㊎
午前 10 時から
高清水集会所

間方いきいきクラブ

８月 21 日㊊
午前 10 時から
間方集会所

滝谷和楽塾

８月 22 日㊋
午前 10 時から
滝谷集会所

サロンなごみ

８月 24 日㊍
午前 10 時から
西方ふるさとセンター

サロンないり

８月 28 日㊊
午前 10 時から
名入集会所

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

二　瓶　秀　一　様（大　登）
小　池　久　弥　様（西　方）
佐　藤　新太郎　様（西　方）

お悔み申し上げます

佐　藤　幸　子　様（93 才・西　方）

二　瓶　新　永　様（92 才・大　登）

小　池　久美子　様（93 才・西　方）

ご寄附ありがとうございました（６月分）

ふるさと納税

佐　藤　博　之　様（富　岡　町）

日比野　仁　志　様（東　京　都）

佐　藤　和　枝　様（会津坂下町）

地　引　佐代里　様（二 本 松 市）

他 13 件　　　　
計 347,000 円　　　　

◆  健康マージャン教室  ◆

８月 18 日㊎ ／ ８月 25 日㊎ ／ ９月１日㊎
町民センター　午後１時 30 分から

◆  健康マージャンサロン  ◆

８月 10 日㊍  ／  ８月 24 日㊍
福祉センター　午後１時 30 分から
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難
局
の
壁
を
飛

び
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
方
策
を
模

索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
島
町
長　

矢
澤　

源
成

　

35
年
前
に
海
部
俊
樹
元
首
相
は
、

当
時
と
し
て
は
珍
し
い
女
性
４
人
を

含
め
た
職
業
集
団
等
の
利
益
を
代
弁

し
な
い
11
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
た
私
的
懇
談
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。「
21
世
紀
へ
向
け
て
目
指
す
べ
き

社
会
を
考
え
る
座
談
会
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
座
長
を
し
て
い
た
哲
学
者

の
梅
原
猛
さ
ん
が
「
森
の
思
想
」
が

人
類
を
救
う
と
い
う
著
書
で
書
い
て

お
ら
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

21
世
紀
の
第
１
の
提
言
は
、
環
境

問
題
を
土
台
と
し
て
お
り
、
首
相
は

「
百
年
間
の
地
域
再
生
計
画
」
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
日
本
の
首

相
が
サ
ミ
ッ
ト
で
は
っ
き
り
と
意
見

を
述
べ
る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、

画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
記
述

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

危
機
意
識
を
共
有
し
、
環
境
問
題
や

課
題
に
つ
い
て
対
応
し
て
き
た
な
ら

ば
、
地
球
を
襲
う
度
重
な
る
豪
雨
災

害
や
気
象
変
動
の
異
変
を
緩
和
で
き

た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
球
資
源
の
枯
渇
等
を
考
え
る
と
、

町
長
日
記

環
境
問
題
を
考
え
る
と
は

- notice -

№ 02

スターウォッチングツアースターウォッチングツアー

令和　  年　   月　  日
三島町美坂高原

５ ９ 16 土

天文学者天文学者

渡部 潤一 先生 渡部 潤一 先生 がが
今年もやってくる！今年もやってくる！

2023

MISAKANOYOZORAミサカノヨゾラミサカノヨゾラ
12:00~21:00

美坂高原マルシェ／望遠鏡づくりワークショップ／美坂高原マルシェ／望遠鏡づくりワークショップ／
美坂高原キャンプサイト／モンベルキャンプグッズ美坂高原キャンプサイト／モンベルキャンプグッズ
の展示・実演・体験会の展示・実演・体験会

そのほかにも楽しいこといっぱい！そのほかにも楽しいこといっぱい！

お問合せ先：美坂高原利活用イベント実行委員会お問合せ先：美坂高原利活用イベント実行委員会
（役場地域政策課内）☎ 0241（48）5533（役場地域政策課内）☎ 0241（48）5533

20232023
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